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団体名 株式会社ぬか 

代表者名 中野 厚志 

連絡先 
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設立年（西暦） 2013 年 

助成活動名 なんでそんなんプロジェクト 

助成額 1,750,000 円 

活動内容 

目的 

「なんでそんなん」な行為には行為をする人の思いや人間性が色濃く反映され
るため、それをポジティブに捉えることが行為をしている人の生きやすさにつ
ながると考えます。他者からは理解されにくいけど切実な行為、見過ごされが
ちで未分類な行為を排除するのではなく、「なんでそんなん」という言葉ととも
に新たな角度で解釈するためのあたらしい方法が必要だと考えています。本
年、事業実施をしていくにあたって重要なキーワードとなったのが「発見者」
です。福祉施設・学校または一般家庭など、それぞれの現場で「理解不能で多
様な行為」をする人がいても、その行為をポジティブに捉え活かすことができ
る「人」＝「発見者」の存在が必要です。自分では「理解しがたい行為」を寛
容に捉えるには、「１つのものを様々な角度で捉えるチカラ」や「一見大変だと
思えることもユーモアを持って笑いに変えるユーモアセンス」が必要です。さ
さいなできごとを「クスリ」と笑い、日常を楽しむことができる発見者を育成
するプログラムの必要性を感じています。とくに福祉・学校分野へのアプロー
チを試みており、2021 年度は前年度以上のボリュームでセミナー事業の実施 
を考えています 

内容 

①セミナー事業 
・「福祉職員・教職員対象_オンラインセミナー」実施｜年 2回｜2021 年 6月、
2022 年 2 月 
・「企業研修用_オンラインセミナー」カリキュラム作成・準備｜2021 年 4月〜 
・「企業研修用_オンラインセミナー」対象企業が決まり次第実施 
・「学校教職員用_オンラインセミナー」実施に向けて調整｜2021 年 4月〜 
②拠点＆事務局設立運営事業 
・「なんでそんなんギャラリー」開設準備（会場候補物件の賃貸契約や工事、準
備 etc）｜2021 年 4 月〜 
・「なんでそんなんギャラリー」（ギャラリー/事務局）」の開設｜2021 年 5月〜 
・専任パートスタッフを雇用｜2021 年 5月〜 
・「なんでそんなんトークシリーズ」｜年 3〜5回実施｜会場＝なんでそんなん
ギャラリー 
・「2020 年度オンラインセミナー参加者のなんでそんなん展&シンポジウム」｜
2021 年 7 月 
 会場＝なんでそんなんギャラリー 
③エピソード収集事業｜ホームページ運営 
・「第二回なんでそんなん大賞」の実施｜公募期間 2021 年 4 月〜2021 年 12月
｜発表 2022 年 1月 
・オンラインショップの充実化｜投稿事例の中から可能なものを販売｜新しい
働き方の提案 
④記録誌の発行 



・「そのうち月刊ヌー」の発行｜1年の活動を総括する内容、投稿記事、寄稿記
事などで構成｜2022 年 3月 

当初の
計画か
らの変
更点 

①セミナー事業③なんでそんなん大賞等については引き続き実施運営していく
が、助成対象としては②拠点＆事務局設立運営事業の中の、「なんでそんなんギャ
ラリー」の拠点開設における施設改修④記録誌「そのうち月刊ヌー」の発行 
以上 2 つが対象実施となった。 

成果 

「第二回なんでそんなん大賞」を計画通り実施し、記録誌「そのうち月刊ヌー
2」の発行を実施している。 
拠点開設に向けて秋本家の蔵で当初計画をしていたが、家主の入院等の関係で
計画が進められず、1年順延したが状況が変わらず拠点の変更で進めることとし
た。最終的にぬかが運営している、倉敷市西阿知町にある就労継続支援 B 型事
業所ひょんに隣接している母屋の長屋門で開設することに決定し計画を進め、
2024 年 4 月に改修工事が完成。2024 年 11 月 29 日に「なんでそんなん博物
館」として開館に至った。同時に開館記念セレモニーを実施している。 
「なんでそんなんプロジェクト」は 2020 年から始まり更に「なんでそんなん
EXPO」も始まったことにより、少しずつではあるが全国に広がっている。その
影響もあり博物館に向けて全国からの観覧者があると同時に、ひょんは飲食・
ショップとしての側面があり、お店に来られたお客がそのまま博物館への観覧
にも繋がっている。管理の部分においてもひょんに委託することができてい
る。 

今後の課題と対
応策 

「なんでそんなん博物館」ができたことで、「なんでそんなんプロジェクト」を常設展示と
いう形で可視化することができた。「なんでそんなんプロジェクト」は近年、様々機関から
のセミナーのオファーを受けている。教育機関、福祉関係、文化事業関係と様々なニーズ
に対応できうるプロジェクトであると再認識すると同時に、多様性が求めたれている様々
な場所での必要度を強く感じている。このプロジェクトの更なる変化と継続して運営実施
するために研究助成への申請を検討している。 



写真の提出 

・「そのうち月刊ヌー2」表紙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 

  
・「なんでそんなん博物館」開館チラシ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・「なんでそんなん博物館」オープニングセレモニーの様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
＊ケンチンジルのオープニングアクト 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
                    ＊ゆるゆるトークの様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・「なんでそんなん博物館」内観 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 


